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ジブチ共和国話題集 

【国名】 

●諸説あり、正確なところは不明だが、一説
によれば、イッサ族の言葉で「ジェトボウ
ト（ダウ船の停泊地）」が転訛したもの（東
京都立図書館ＨＰ）。 

 

【国旗】 

緑：大地 

青：空 

白：平和。 

赤い五稜星：独立のために流された血。 

白の三角形はジブチの標語（団結、平等、
平和）を意味。 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC_(%E8%A8%98%E5%8F%B7)
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【国土】 

●年間降雨量が約１５５ｍｍと極端に少ない
乾燥地帯。夏（５～９月）の平均気温は３
８度、冬（１０～４月）の平均気温は２５
度。 

●アラビア半島とアフリカ大陸が分離してい
く過程にある大地溝帯の出発点のひとつで
あり、地殻変動に伴う地震が多い。マグニ
チュード４程度の地震が年数回発生してい
る。 

●映画「猿の惑星」の風景は、ジブチの大地
溝帯に着想を得たものだとの説がある。火
山活動が活発で、国土のほとんどは玄武岩
で覆われている。 
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【宗教・言語】 

●国民の大半（人口の９４％）がイスラム教
徒スンニ派であり、残りはシーア派及びキ
リスト教徒である。 

●公用語は、仏語及びアラビア語だが、現地
人同士の会話では母国語であるソマリ語ま
たはアファール語が用いられる。高等教育
を受けた者は英語も解する。 

 

【人口・民族】 

●人口は約１０７万人で、このうち約３分の
２が首都ジブチ市に居住。人口の半分以上
が２５歳以下と若い。 

●主な民族は、ソマリア系のイッサ族（約６
０％）とエチオピア系のアファール族（約
３５％）。伝統的にイッサ族とアファール
族は習慣の違い等もあり、対立意識が続い
たとも言われるが、政府は独立以降、民族
融和努力を行っている。 
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【政治】 

●１９７７年にフランスから独立。 

●政体は大統領制で、直接選挙で選出される。
大統領の任期は５年。現ゲレ大統領は１９
９９年に初当選。現任期は２０２６年４月
まで。 

●議会は一院制で、総議席は６５席、任期は
５年。政情は比較的安定しており、２０２
３年２月に実施された選挙は大きな混乱は
なく実施され、与党が圧勝した。 

 

【経済状況】 

●経済成長率は１９９７年から概ねプラス成
長を果たしており、２０２３年は６．７％
の成長を達成。一方、近年の大型インフラ
整備（港湾、鉄道等）に伴い、対外債務が
増大。 
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【主要な産業】 

●ＧＤＰの約８５％を、港湾サービス及びエ
チオピアへと延びる鉄道輸送等による第３
次産業が占める。 

●ジブチ経済は、この第３次産業に加え、各
国駐留軍による経済的効果、外国等からの
援助の３つで成り立っている。 

●農業適地は国土の１％であり、元々遊牧民
であった伝統も影響し、水産や牧畜を加え
てもＧＤＰの約１％。穀物や野菜等はエチ
オピアやソマリア、ヨーロッパ等などから
の輸入に頼っている。 
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【動植物】 

● 首都近郊で、ラクダ、山羊等を見ることが
できる。大型の動物はいないが、中部のバ
ラ砂漠などではヒヒ、ガゼル等が生息して
いる。 

● 厳しい自然条件、特に最も暑い季節には土
壌温度が７０～８０度にも上がるため、植
物はあまり見られないが、イネ科の植物、
乾性に強いタイプのアカシア類などが一部
で茂っている。北部の山岳部には森林も存
在する。 
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【観光】 

● 中部にあるアッサル湖は地球上で最も塩分
濃度が高い（３４．８％）塩湖。湖面は海
抜マイナス１５７メートルで、高温乾燥下
で水分のみが蒸発し塩分が濃縮された状態
にある。湖岸の塩は貴重な輸出産品となっ
ており、日本でも輸入販売されている。 

● タジュラ湾に浮かぶ島々の付近では、季節
によって熱帯魚、イルカ、ジンベエザメな
どが見られ、美しい珊瑚礁の海岸もある。
観光開発が政府の課題。 
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【歴史】 

● アフリカとアラブの間の通商の十字路に
あり、７世紀頃にはイスラム教が広がって
いったものと見られている。欧州人と恒常
的に接触するようになるのは１９世紀以
降。１８６２年に仏は現地スルタンと契約
を結び、海岸地帯を譲り受けた。更に、ス
エズ運河の開通後、アファール族のスルタ
ン及びイッサ族の族長と保護契約を結ん
だ。１８９６年には仏は行政の中心地をオ
ボックから今の首都ジブチへと移した。１
９５６年に仏海外領土のひとつとされ、１
９６７年には仏領アッファール・イッサと
名称が変更された。 

● 独立運動を経て、１９７７年に独立を果た
し、初代大統領にグーレド大統領が就任。
第２代大統領で現職のゲレ大統領は、グー
レド大統領の下で官房長官を務めた。 
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【文化・スポーツ】 

● 無形文化としては、遊牧民の生活や種々の
儀式が起源と思われる、「プント（pount）」
と呼ばれる踊りがある。笛や太鼓に合わせ
て踊りが行われると同時に、その後ろで手
と足でリズムをとりながら即興の歌が歌
われる。 

● 国民に人気があるスポーツはサッカー。ま
た、陸上競技（特に長距離走）の有力選手
を擁し、１９８５年４月、広島で開催され
たワールドカップ・マラソンで、ジブチの
アーメド・サラが２時間８分９秒の記録で
優勝した。日本の伝統武道（柔道、空手）
についても、競技人口が増えてきている。 
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【教育】 

● ２０００年に導入された新教育制度によ
り、義務教育（学費無料）は小学校５年間
及び中学校４年間の計９年間と定められ
ている。その後は、普通高校（３年）もし
くは職業専門高校（４年）に分かれる。 

● 他方、私立校に関しては独自のシステムと
して、計９年間の小中一貫教育を実施して
いる。計１２年間の小中高一貫教育を実施
する私立校も存在する。 

● １９９９年に就任したゲレ大統領の教育
改革イニシアティブの一環として、２００
０年に大学センター、また、２００６年に
は国内初の大学（ジブチ大学）が設立され
た。 
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【食文化】 

● 食料自給率が３％と極めて低い。 

● 市内ではエチオピア、イエメン、トルコ系
の料理や、フレンチ、イタリアン、インド、
中華等、多様な料理を食べることができる。 

● 地元民の主食はとうもろこし粉や小麦粉
で作られたガレット（クレープ）やパン、
米等。 

 

【その他】 

● 特に暑い季節となる５月後半から９月初
めにかけては、避暑のため休暇をとる人が
多い。 

● 女性は、お祝いの機会等に「ヘナ」と呼ば
れる植物の汁を使った「へナタトゥ－」を
手や足などに行う習慣がある。 

（了） 


